
○岡田議長 静粛にお願いします。

次に、矢田貝議員。

〔矢田貝議員質問席へ〕

○矢 田貝 議員 公明 党 の矢田 貝香 織で ござい ます 。令和 ７年 ３月

議会 にお きまし て、 私 は１、 えし こに につい て、 ２、子 ども ・子

育て 世帯 への包 括的 な 支援に つい て、 ２点の 質問 をさせ てい ただ

きま す。 当局の 皆様 の 前向き 、積 極的 な御答 弁を 期待し てお りま

す。よろしくお願いいたします。

来 月４ 月で開 設か ら 丸３年 とな る総 合相談 支援 センタ ーえ しこ

にで すが 、より 一層 い い具合 にな るた めの検 討を 重ねて おら れま

す。 今後 、セン ター の 新しい 方向 性が 示され ると 思いま すが 、今

日は 私た ち市民 がえ し こにの 取組 を今 以上に 実感 してい ける よう

にという思いで議論をさせていただきたいと思います。

ま ず（ １）各 課に お ける相 談対 応と 支援内 容に ついて でご ざい

ます 。各 課単独 では 相 談対応 が難 しい 複雑な 課題 がある なと 判断

した 場合 、どの よう に 対応し 、ケ ース として 扱っ ている のか 、ま

たそのようなケースのえしこにとの連携について伺います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 各課で 対応 する 複雑な ケー スとえ しこ にと

の連 携に ついて のお 尋 ねでご ざい ます が、各 課で 相談を 受け た際

に、 相談 が複雑 化、 複 合化し た内 容で ある場 合は 、つな ぐシ ート

や相 談情 報共有 シス テ ム、担 当者 間の やり取 りを 通じま して 、各

課と えし こにで 情報 共 有を行 って おり ます。 その 後、必 要に 応じ

て、 米子 市重層 的支 援 会議を 通し て、 課題の 整理 や主体 的に 関わ

る所 属の 確認及 び支 援 の役割 分担 など を行い まし て、え しこ にと



各課 及び 支援機 関で 連 携した 支援 に努 めてい ると ころで ござ いま

す。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今、 情 報共有 がで きて いると いう ことで ござ いま

した けど 、その 共有 す ること でい い具 合な支 援強 化がで きた のか

とい いま すと、 実は 各 部局に より まし て認識 が異 なるの では ない

と思 って おりま す。 教 育長、 福祉 保健 部長、 こど も総本 部長 、そ

れぞ れに 御意見 と見 え てきた 課題 につ いてお 伺い したい と思 いま

す。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 えし こ にとの 連携 につ いての 見解 と課題 につ いて

のお 尋ね でござ いま す 。初め に、 教育 委員会 のほ うから お答 えを

いた しま す。子 ども た ちが小 中学 校に 在籍し てい る場合 には 、関

係各 課や 関係機 関と 連 携し、 対応 でき るケー スが 増えて きて いる

とい うふ うに感 じて お ります 。ま た、 中学校 卒業 時に就 学や 就職

が決 定し てない 生徒 、 あるい は様 々な 要因に より まして 継続 した

支援 が必 要な生 徒に つ きまし ては 、学 校やス クー ルソー シャ ルワ

ーカ ーが えしこ にを 含 めた相 談窓 口の ほか、 学習 支援や 就労 支援

の情 報提 供を行 いま し て、卒 業後 も適 切な支 援が 受けら れる よう

に努 めて おりま す。 課 題とし まし ては 、情報 提供 を受け た家 庭の

うち 、卒 業後の 子ど も の居場 所や 仕事 を見つ けた いとい う目 的が

明確 な場 合には 、関 係 機関と の連 携が スムー ズに 進む一 方、 具体

的な 目標 が定ま って い ない家 庭や 、ど こに相 談す べきか 判断 に迷

って おら れるよ うな 家 庭につ いて は、 適切な 支援 につな がり にく

い状 況が あると いう こ とでご ざい ます 。今後 は中 学校卒 業後 時ま



でに 全て の家庭 が適 切 な相談 先を 認識 し、必 要に 応じて 支援 を受

けら れる よう、 相談 窓 口等の 周知 をよ り一層 進め るとと もに 、関

係機 関と の連携 を強 化 し、支 援の 充実 に努め てい きたい と、 この

ように考えております。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 こど も総 本部 におき まし ては、 こど も総

本部 だけ では対 応が 困 難場合 には 、え しこに や他 課と連 携し なが

ら支 援す る中で 、市 民 に不利 益の ない よう、 常に 支援内 容を 見直

して いく ことが 必要 で あると 考え てお ります 。子 どもを 取り 巻く

環境 は年 々複雑 化し て きてお り、 子ど もの権 利保 障の観 点か ら、

各課 の役 目はこ こま で ではな く、 もう 一歩で きる ことは ない かと

いう 意識 を持っ て対 応 するよ う、 引き 続き取 り組 んでい きた いと

考えております。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉保 健部 とい たしま して は、市 役所 各課

にお きま しては 、各 分 野ごと の縦 割り の支援 や既 存の制 度に 当て

はま る形 での支 援で は 、対応 が困 難な 場合が 多い のが現 状で ござ

いま す。 市役所 全体 と しまし て、 属性 や世代 に関 係なく 、相 手に

寄り 添い 、相談 の主 訴 を丁寧 に聞 き取 り、課 題の 解きほ ぐし や必

要な 機関 につな げる と いった 、断 らな い相談 対応 の推進 が着 実に

醸成 され ている とこ ろ でござ いま す。 また、 えし こにに つな がる

こと で、 多機関 協働 に よる米 子市 重層 的支援 会議 の開催 等に より、

課題 の整 理や支 援の 役 割分担 など を行 うこと がで きてお りま す。

一方 で、 各課に よる 相 談にお いて 、聞 き取り 不足 により 各課 の連

携が 十分 でない 事例 も あるこ とか ら、 より一 層、 庁内連 携に よる



相談支援体制の強化が必要であると考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 目的 が はっき りと しな い場合 に伴 走して いく こと

しか 、伴 走とい うの は 確実に 私は 支援 だと思 うん ですね 。そ のこ

とに 、皆 さんの お話 を 聞きな がら 、課 題を感 じて いらっ しゃ るの

では ない かなと いう ふ うに受 け止 めさ せてい ただ きまし た。 福祉

保健 部長 の御答 弁の 中 には、 一層 の庁 内の連 携と おっし ゃい まし

たけ れど も、今 後ま す ますえ しこ にが 年齢に 関係 なく、 福祉 分野

の相 談支 援の基 幹的 な 役割を 果た して いくと いう ことが 求め られ

てい くん だろう とい う ふうに 思い ます 。さら にそ の上で 地域 福祉

活動 の担 い手を 広げ 、 体制づ くり もえ しこに が担 うのか 、ど ちら

も担 うの か、そ して そ のリー ダー は誰 か、推 進役 は誰か 、こ の辺

りを 明確 にしな いと 、 よりい い具 合に いかな いの ではな いか と思

っているところでございます。

次 に、 （２） に移 り ます。 人材 につ いてで すが 、１に 続け て質

問し ます ので、 御答 弁 のほう もよ ろし くお願 いい たしま す。 教育、

こど も総 本部、 福祉 部 局、そ して 社会 福祉協 議会 などで 、そ れぞ

れに 相談 対応に 当た る 専門職 員が 配置 されて おり ます。 ３年 間の

状況 、ま た相談 者ニ ー ズに応 えて いく ための 課題 、認識 につ いて、

さら には 相談者 ニー ズ に応え るた めの 課題解 決に 向けた 今後 の対

応方針について伺います。

○岡田議長 浦林教育長。

○浦 林教 育長 相談 者 ニーズ に応 える ための 人材 確保や スキ ルア

ップ につ いてで すが 、 まず教 育委 員会 からお 答え をいた しま す。

人材 確保 の状況 とし ま しては 、こ こ数 年スク ール ソーシ ャル ワー



カー を増 員しま して 、 子ども や家 庭へ の支援 の充 実を図 って きた

とこ ろで ござい ます 。 また、 スキ ルア ップに つき まして は、 県の

養成 研修 に積極 的に 参 加した り、 定期 的に情 報交 換会を 行っ たり

する 中で 進めて おり ま す。課 題と しま しては 、ス クール ソー シャ

ルワ ーカ ー一人 一人 は 力のあ る方 ばか りでは あり ますけ れど も、

もう 少し 社会福 祉の 専 門家を 増や した いなと いう 部分も 感じ てお

りま す。 課題解 決に 向 けた方 針に つい てでご ざい ますが 、教 育分

野に 関す る知識 に加 え まして 、社 会福 祉など の専 門的な 知識 や技

術を 有す るバラ ンス の よい人 材を 確保 しつつ 、教 育委員 会と こど

も総 本部 が一体 とな っ て、迅 速か つ質 の高い 支援 を行う こと がで

きるように努めていきたいというふうに考えております。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 こど も総 本部 におき まし ては、 こど も総

本部 にお ける相 談対 応 に対す る専 門職 の配置 につ いてで ござ いま

すが 、令 和６年 度に こ ども総 合相 談員 を１名 増員 し、２ 名を 配置

し、 ほか の専門 職は 令 和４年 度か ら家 庭相談 員４ 名、女 性相 談員

２名 のう ち、ち ょっ と １名欠 員な んで すが、 発達 支援員 ４名 、母

子保 健コ ーディ ネー タ ー１名 、母 子父 子自立 支援 員２名 を配 置し、

相談 対応 を行っ てお り ます。 課題 認識 につい てで ござい ます が、

安定 した 専門職 の確 保 と専門 性の 向上 が課題 であ り、職 員の 役割

分担 や人 材育成 、さ ら なるフ ォロ ー体 制の強 化等 により 一層 努め

てい く必 要があ ると 認 識して おり ます 。相談 ニー ズに応 える ため

の今 後の 対応に つい て でござ いま すが 、相談 対応 に当た りま す職

員の スキ ルアッ プに 向 けて積 極的 に専 門研修 を受 講する こと や、

専門 職の 人材確 保の た め、様 々な 働き 方がで きる などの 工夫 をし



ていきたいと考えております。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 福祉保 健部 にお きまし て、 専門職 の配 置を

拡充 した 所属と いた し まして は、 えし こにに おい て、総 合相 談支

援員 を令 和４年 度に ２ 名配置 、令 和５ 年度に １名 増員を いた しま

して 、現 在３名 体制 と してい ると ころ でござ いま す。課 題認 識と

いた しま しては 、相 談 対応を する 各窓 口にお いて は、相 談は 増加

傾向 、内 容は多 岐に わ たり、 各支 援機 関との 支援 調整と いっ た技

術が 求め られる こと か ら、各 分野 にお ける幅 広い 知識や 対人 援助

技術 を有 する人 材を 継 続的に 確保 ・育 成し、 相談 対応力 強化 を図

ることが重要であると考えております。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 失礼し まし た。 対応方 針に ついて でご ざい

ます 。失 礼いた しま し た。え しこ にお いては 、令 和７年 度、 新た

に３ 名の 総合相 談支 援 員を配 置し まし て、計 ６名 体制で 相談 支援

を行 う予 定とし てお り ます。 相談 対応 する専 門職 につき まし ては、

多分 野の 研修の 受講 や 相談業 務担 当者 勉強会 等に よるス キル アッ

プを 図る ととも に、 Ｏ ＪＴ方 式も 含め た知識 や技 術の継 承を 行う

こと とし ており ます 。 市役所 全体 とい たしま して は、引 き続 き断

らな い相 談対応 を推 進 してま して 、市 民相談 対応 力の向 上に 努め

ていきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 教育 長 からは 、社 会福 祉の視 点で もとい うふ うに

おっ しゃ ってい ただ き ました し、 一体 となっ てと いうふ うに もお

答え いた だきま した 。 スクー ルソ ーシ ャルワ ーカ ーの役 割に つい



ては 、と ても幅 広い も のだと 思っ てお ります 。原 則は、 教育 委員

会が 所管 する学 校に 所 属する 児童 生徒 及びそ の保 護者が 対象 とな

ると いう ことは 理解 を してお りま すけ れども 、義 務教育 終了 後も

家族 を含 めた支 援を 継 続的に 行う とい うこと を念 頭に、 関係 機関

との 連携 強化、 教育 長 が御答 弁い ただ いたと おり 、ぜひ とも よろ

しくお願いしたいと思います。

こ ども 総本部 長か ら は、職 員に 関し ての御 答弁 でござ いま した。

私は 、今 後の家 族、 若 者に対 する 支援 強化に つい ての御 答弁 を期

待を して おりま した と ころで ござ いま すが、 次期 のこど も計 画の

中で も必 ず相談 者に 切 れ目な く寄 り添 ってい かれ るもの と思 って

おり ます し、ま た大 要 ２でも 触れ たい と思い ます ので、 よろ しく

お願いいたします。

ま た、 えしこ には 、 次年度 総合 相談 支援体 制６ 名で目 指さ れる

とい うこ とでご ざい ま す。私 は、 現在 の総合 相談 支援員 の多 岐に

わた る業 務を見 直し 、 整理さ れた 上で 、６名 での 新業務 の在 り方

をス ター トされ ると よ いので はな いか と思っ てい るとい うこ とを、

意見として申し上げたいと思います。

ま た、 えしこ には セ ンター とし ての 機能を 発揮 してい ただ きた

い、 これ は私の とて も 期待を して いる 、お願 いを したい とこ ろで

ござ いま して、 さら に 地域福 祉活 動の 担い手 の育 成と、 市民 の皆

さん の思 いと力 を生 か す仕組 みづ くり を改め て要 望させ てい ただ

きた いと 思いま す。 こ の部分 は、 事業 として 取り 組んで いた だき

たい と思 います 。そ の ために は、 部を 超えた 連携 が必要 です 。福

祉政 策課 が前面 に立 た れての 業務 化へ の協議 開始 を強く 求め たい

と思います。



次 に、 また続 けて 質 問をさ せて いた だきま すの で、御 回答 のほ

うも よろ しくお 願い し ます。 ③と ④と ⑤行き たい と思い ます 。各

家庭 に対 応した 複雑 な 課題を 抱え た相 談とえ しこ にで対 応し た相

談を どの ように 整理 し 、把握 され てき たのか 。ま た、そ れを えし

こに に３ 年間の 新規 相 談件数 とし てど のよう に把 握され たの でし

ょう か。 その推 移、 継 続支援 の件 数の 推移、 また 、それ らの 中で

重層 的支 援会議 、ケ ー ス会議 の開 催に 至った 件数 、割合 、そ の３

年間 の推 移、さ らに は えしこ にの 相談 支援と 重層 的支援 会議 につ

いての評価、課題認識についてお答えください。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 まず、 各課 、え しこに で対 応した 相談 の整

理把 握に ついて でご ざ います 。え しこ にを含 め、 各課に おい て断

らな い相 談に努 め、 相 談が複 雑化 、複 合化し た内 容であ る場 合は、

つな ぐシ ートや 相談 情 報共有 シス テム 、担当 者間 のやり 取り を通

じて 情報 共有を 行っ て いると ころ でご ざいま す。 各課か ら共 有さ

れた 相談 やえし こに の 窓口で 対応 した 相談ケ ース につき まし ては、

いず れも 相談情 報共 有 システ ム等 のデ ータベ ース を用い まし て整

理を した 上で、 定期 的 にえし こに 内で も情報 共有 を図っ てい ると

ころ でご ざいま す。 ３ 年間の 相談 件数 につき まし ては、 新規 相談

件数 は令 和４年 度４ ９ ９件、 令和 ５年 度５５ ８件 、令和 ６年 度１

月末 時点 で４６ ０件 で ござい ます 。こ れらの 相談 のうち 、令 和６

年度 １月 末時点 で継 続 支援し てい る件 数は１ １７ 件でご ざい ます。

続 きま して、 重層 的 支援会 議の 開催 に至っ た件 数と割 合に つい

てで ござ います 。令 和 ４年度 ４９ ９件 のうち ４０ 件で全 体の ８％、

令和 ５年 度５５ ８件 の うち２ ７件 で全 体の５ ％、 令和６ 年度 ４６



０件 のう ち３０ 件で 全 体の７ ％で ござ いまし た。 これは １月 末時

点の 数字 でござ いま す 。なお 、こ れと は別に 週１ 回程度 、総 合相

談支 援員 や地域 福祉 活 動支援 員等 によ るケー スミ ーティ ング を開

催し てお りまし て、 直 近１週 間の 全て の新規 件数 につい て、 情報

共有と支援方針の協議を行っているところでございます。

続 きま して、 相談 支 援と重 層的 支援 会議の 評価 と課題 の認 識と

いう こと でござ いま す 。まず 、相 談支 援につ いて でござ いま すが、

相談 件数 はえし こに 開 設以来 、年 間約 ５００ 件の 相談を 受け 止め

てお りま して、 制度 の はざま 等で 適切 な支援 機関 につな がら ない

ケー スに ついて は、 継 続的に 伴走 支援 を行い 、孤 立化の 予防 につ

なが って いると 考え て おりま す。 また 、米子 市重 層的支 援会 議に

つき まし ては、 定例 会 議に加 えま して 、様々 な複 雑化、 複合 化し

た生 活福 祉課題 を抱 え る世帯 の支 援の ため、 臨時 会議を 開催 して

おり まし て、総 合相 談 支援員 が調 整役 として の役 割を果 たし てい

ると ころ ござい ます 。 相談や 会議 にお きまし て把 握した 地域 住民

の抱 える 課題は 複雑 化 、複合 化し てお りまし て、 一つの 分野 の支

援で は対 応が困 難な ケ ースが 多く 、ま た、え しこ にだけ での 支援

では 解決 できな いケ ー スも少 なく ない ため、 庁内 外にお ける 緊密

な連携、協働体制の構築が課題であると認識しています。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 あり が とうご ざい ます 。重層 的支 援会議 の開 催が

１割 もな い数％ とい う ことな んで すけ ども、 これ をどう 評価 され

るの かと いうこ とは 、 私自身 も評 価す るべき もの ではな いの かな

とい うふ うに思 っと る ところ もあ りま して、 問い ません けれ ども、

これ は時 間がな いの か 、人員 不足 なの か、そ もそ もそれ が重 層的



支援 会議 に値す ると い う判断 がそ こに 働いて いる のかと いう あた

りっ てい うのは 、ど う なのか なと いう ふうに 思っ ており ます 。い

ずれ にし ても、 継続 的 に寄り 添っ て見 守って 伴走 してい くと いう

こと が必 要なケ ース は もっと もっ とあ るので はな いかと いう ふう

に思 いま す。そ こで 私 は、重 層的 支援 会議が 開催 された 場合 に、

アウ トリ ーチ等 を通 じ た継続 的支 援会 議に至 ると いう理 解を して

おり ます けれど も、 こ のアウ トリ ーチ 事業に 至っ たのは どの よう

なケ ース 、困難 ケー ス で、ま た実 施件 数と継 続状 況、事 業評 価に

ついてお伺いしたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 アウト リー チ等 を通じ た継 続的支 援事 業に

つい てで ござい ます 。 重層的 支援 体制 整備事 業の 主要事 業の 一つ

でご ざい まして 、複 雑 化、複 合化 した 福祉課 題を 抱えな がら も自

ら助 けを 求めな いた め に、必 要な 支援 が届い てい ない方 に対 し、

訪問 支援 等を通 じて 信 頼関係 を構 築し ながら 、継 続的な 伴走 支援

を行 う事 業でご ざい ま す。具 体的 には ひきこ もり の方や 、人 との

関わ りや 日常生 活に 課 題を抱 えな がら も障が いの 診断は つい てい

ない 方な ど、い わゆ る 制度の はざ まに ある方 や複 数の課 題を 抱え

る方 など を対象 とし て いると ころ でご ざいま す。 実績と いた しま

して は、 令和７ 年２ 月 末時点 で民 間の ６事業 者に 委託を して おり

まし て、 実施件 数は １ １件で ござ いま す。そ のほ か継続 支援 ケー

ス１ １７ 件のう ち、 一 部やほ かの 所属 の後方 支援 をして いる ケー

ス等 につ きまし て、 総 合相談 支援 員が 訪問等 によ る伴走 支援 を行

って おり まして 、令 和 ７年１ 月末 時点 で４９ 件で ござい ます 。家

庭訪 問な どを通 しま し て継続 的に 伴走 支援を して いくこ とは 、孤



独、 孤立 を防止 する 観 点から も重 要な 取組で ござ いまし て、 今後

も体制強化と支援の充実に努めていく考えでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。あ りが とうご ざい ます。 この 事業

につ なぐ しか一 歩前 進 の道が 見え てこ ないと 、そ れが事 業で ある

とい うふ うに思 いま す 。この 点で は５ ００件 の年 間相談 件数 のう

ち僅 か２ １件、 そし て 、その ほか に４ ９件の 伴走 されて いる とい

うと ころ は理解 がで き るとこ ろで ござ います が、 しかし 、多 くの

市民 は、 その困 難事 例 に対し ての 伴走 という より 、もっ と通 常、

日頃 から の寄り 添い 、 見守り 強化 を求 めてい ると いうふ うに 思っ

てお りま す。地 域住 民 のつな がり を生 かす取 組、 仕組み づく りに

つい てこ の部分 が弱 い のでは ない か、 このこ とは 強く申 し上 げて

おき たい と思い ます 。 そうい った 一方 で、ケ ース 会議が 開か れな

くて も、 どなた か伴 走 者はい ない のか 、その 人に 協力は 得ら れな

いの かな ど、対 応を 協 議して いく 中で 、結果 的に 地域住 民の 方と

の連 携が うまく いっ て いるケ ース とい うのも ある と思い ます 。そ

うい った ことを アウ ト リーチ 事業 に限 らず、 多く の相談 者の 間で

この 共有 をして いた だ かれま して 、米 子市の 独自 の継続 支援 の在

り方 とい うもの を協 議 してい ただ くよ うに強 く要 望した いと 思い

ます 。そ して、 ある 程 度の方 針を 私た ち、ま ずは 議会に お示 しい

ただきたいというふうに思います。御所見を伺います。

○岡田議長 伊木市長。

○伊 木市 長 伴 走支 援 の方向 性に つい てでご ざい ますけ ども 、現

在の 福祉 課題に つき ま しては 、複 雑化 、複合 化し ており まし て、

また 支援 を必要 とす る 人も増 えて いる と認識 をし ており ます 。そ



うし た中 におい て、 つ ながり 続け る形 での伴 走支 援の必 要性 が高

まっ てい るとい うふ う にも認 識を して いると ころ でござ いま す。

これ につ きまし ては 、 各課の 緊密 な連 携によ る伴 走支援 を強 化、

継続 して いきま すと と もに、 今後 は総 合相談 支援 員、地 域福 祉活

動支 援員 、地区 担当 保 健師及 び地 域活 動支援 員で 編成を する チー

ムが 一体 となり まし て 、地域 包括 支援 センタ ーな どの支 援機 関と

連携 をし 、身近 での 相 談や関 わり がで きる体 制の 充実に 努め てま

いり ます 。また 、地 域 共生社 会の 実現 に向け まし て、地 域福 祉活

動に 協力 してい ただ け る方の 確保 や育 成と活 動す るため の環 境整

備、これにも取り組んでまいります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 市長 か らの最 後の 答弁 のとこ ろが すごく 全く その

とお りと いうこ とで 、 拍手を した い気 持ちで ござ いまし た。 伴走

支援 の必 要性に つき ま しては 、昨 日の 子ども 食堂 、食事 を届 ける、

そう いっ た行為 でも 寄 り添っ てい ける んじゃ ない かとい う伊 藤議

員か らの 提案等 もあ り ました けれ ども 、市長 も必 要性を すご く認

識し てい ただい てる と いうこ とが 分か りまし た。 また、 地域 共生

社会 の実 現に向 けて 、 地域福 祉活 動へ の協力 者の 覚悟、 育成 、こ

のこ とに は本当 に期 待 をして おり ます 。伊木 市政 の下で 様々 な取

組が 進ん でまい りま し たけれ ども 、私 は、特 出す べきの 一つ がえ

しこ にで あると いう ふ うに思 って おり まして 、評 価をさ せて いた

だい てお ります 。次 年 度以降 のさ らな る施策 の充 実を期 待を して

おります。

そ の充 実を期 待す る 一つと いた しま して、 ⑧に ついて は質 問と

せず に要 望した いと 思 います けれ ども 、私は 、断 らない 相談 、こ



の断 らな いとい うと こ ろの思 いに は、 いつで もど うぞと 、寄 り添

いま すよ 、その 姿勢 が 表れて いる とい うふう に思 ってお りま して、

ぜひ とも 民間の お力 を 借りな がら 、休 日、夜 間、 緊急時 に対 応で

きる 体制 構築、 そし て また鳥 取県 が実 施して いる 、ＬＩ ＮＥ によ

る相 談事 業との 連携 の 強化を 要望 させ ていた だき たいと いう ふう

に思 いま す。ま た、 つ なぐシ ート の運 用拡大 、そ して会 議参 加者

の秘 密義 務を設 けた ケ ース会 議の 充実 につい ては 、今後 の意 見交

換と させ ていた だき た いと思 って おり ますの で、 どうぞ よろ しく

お願いいたします。

さ て、 次に、 （３ ） の総合 相談 支援 センタ ー、 このえ しこ にで

すけ れど も、３ 年間 の 評価と 今後 につ いて、 また 今後の 周知 につ

いてを伺いたいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 えしこ にの ３年 間の評 価と 今後に つい てで

ござ いま す。え しこ に の開設 によ り、 課題を 抱え ながら も、 今ま

では どこ に相談 して い いか分 から ず、 助けを 求め ること がで きな

かっ た方 や既存 の制 度 では支 援を 受け ること がで きなか った 方が

支援 につ ながる など 、 一定の 効果 があ ったと 考え ており ます 。今

後に つき まして は、 え しこに を充 実強 化をい たし まして 、中 学校

区ご とに 総合相 談支 援 員、地 域福 祉活 動支援 員、 地区担 当保 健師

及び 地域 活動支 援員 で 編成い たし ます チーム が各 地域に おき まし

て住 民の 皆様や 支援 関 係機関 と連 携、 協働い たし まして 、個 別の

相談 支援 のほか 、地 域 課題の 解決 や支 え合い 機能 の強化 に取 り組

んで いく ことと して お ります 。周 知方 法につ きま しては 、市 ホー

ムペ ージ や広報 よな ご 、セン ター ニュ ース等 など のチラ シを 発行



いた しま すとと もに 、 支援チ ーム の各 構成員 が研 修会や 地域 での

説明 会な ど、そ れぞ れ の業務 にお いて も周知 ・啓 発に努 める こと

とし てお ります 。ま た 、えし こに の機 能や相 談対 応のイ メー ジが

市民 の皆 様に対 して 分 かりや すい もの となる よう 、相談 事例 など

を紹介する取組を始めたところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 確認 で すけれ ども 、今 後、総 合相 談支援 員は どの

よう な役 割を担 って 動 いてい かれ るの か、こ のこ とにつ いて 伺い

たいと思います。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 総合相 談支 援員 の役割 につ いてで ござ いま

すが 、こ れまで 同様 に えしこ にの 窓口 や電話 等に おきま して 、福

祉の 綜合 相談を 受け 止 め、必 要に 応じ て適切 な支 援会議 への つな

ぎを 行う ととも に、 複 雑化、 複合 化し たケー スに おきま して 、重

層的 支援 会議の 開催 等 を通じ て課 題整 理や役 割分 担を行 うな ど、

ケー スの 調整や 後方 支 援を行 って いく ことと して おりま す。 また、

中学 校区 ごとの チー ム 支援と して 、個 別課題 の相 談支援 と住 民主

体の活動支援に努めていく考えでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 調整 役 でもあ り、 一相 談員と して の働き もさ れて

いく とい うふう に確 認 をさせ てい ただ きまし た。 そこで 提案 なん

です けれ ども、 セン タ ーは、 今の とこ ろの方 針で すけれ ども 、２

個目 以降 の展開 とい う ことで はな くて 、機能 を集 約して 、地 域ご

とに 目を 配らせ て、 総 合相談 支援 が増 えてい くと いうこ とに なっ

てき てい るわけ です け れども 、よ りえ しこに の機 能とい うか 、役



割が 地域 に近づ いて い くとい うも のを 期待し てい るとこ ろで ござ

いま す。 この点 いか が でしょ うか 。ま た、そ うい った意 味で 公民

館の ほう に日程 的に 、 例えば 出張 えし こにデ ーと かえし こに の日

とい うよ うなこ とを 定 められ て、 地域 のほう に出 向いて 対応 され

てい くこ とを提 案し た いと思 いま すけ れども 、い かがで しょ うか。

○岡田議長 塚田福祉保健部長。

○塚 田福 祉保健 部長 総合相 談支 援員 の今後 の動 きにつ いて でご

ざい ます が、総 合相 談 支援員 は、 地域 福祉活 動支 援員、 地区 担当

保健 師及 び地域 活動 支 援員で 構成 をい たしま すチ ームと 一体 とな

りま して 、地域 に出 向 き、各 支援 機関 と緊密 に連 携を取 りな がら、

個別 の相 談対応 や地 域 が抱え る課 題の 解きほ ぐし に努め てい くこ

とと して おりま す。 地 域への 出張 につ いてで ござ います が、 中学

校区 ごと に編成 する チ ーム支 援の メリ ットを 生か しまし て、 チー

ム員 それ ぞれが 役割 を 果たし なが ら多 様な主 体と 連携を して 個別

支援 や地 域支援 を行 い 、地域 住民 の皆 様にと って 身近な 相談 窓口

とな るよ う、議 員の 御 提案を 参考 に考 えてい きた いと考 えて おり

ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 広報 に ついて のと ころ なんで すけ ども、 新体 制を

機に 、今 の、一 生懸 命 いいセ ンタ ーニ ュース を作 ってい らっ しゃ

いま す。 これを 自治 会 への回 覧と され ていく とい うこと はい かが

でし ょう か。市 のＳ Ｎ Ｓでの ニュ ース 、発信 も検 討され たら どう

かな とい うふう に思 っ ており ます 。市 のホー ムペ ージに つき まし

ては 、ぜ ひとも トッ プ 画面に バナ ーを 貼り付 けて いただ きま して、

さら にこ のセン ター ニ ュース を発 行さ れた月 には 、トッ プ画 面の



中で 今、 米子市 から の お知ら せと いう ことで ４項 目でし たで しょ

うか 、御 準備さ れて 、 よく目 につ くよ うにさ れて るんで すけ れど

も、 より 多く発 行月 に はセン ター ニュ ースを 紹介 しても いい ので

はな いで しょう か。 い ずれに して も、 今後、 一層 のえし こに の周

知に つい て、で きる こ とから の対 応を 要望い たし まして 、大 要１

の質問を終わらせていただきたいと思います。

続 いて 、大要 ２で す 。子ど も・ 子育 て世帯 への 包括的 な支 援に

ついてでございます。

２ 番の 質問か らさ せ ていた だき ます 。先日 、２ ０２４ 年の 全国

の出 生数 が７２ 万９ ８ ８人と いう ふう に発表 され まして 、統 計を

取り 始め て以来 、過 去 最少で ある との ことで ござ いまし た。 また、

核家 族化 が進み 、共 働 き家庭 も増 えて おりま す。 子ども と触 れ合

う経 験を 得にく い社 会 となっ てき てお りまし て、 妊娠、 出産 は未

知の 体験 となり ます 。 それま での 社会 経験、 人生 経験を 生か すこ

とが でき にくい とい う ことで ござ いま す。だ から こそ、 様々 な支

援サ ービ スをパ ッケ ー ジとし て整 えて 、全て の妊 産婦、 家族 が自

分に 必要 なサー ビス を 選び、 利用 でき るよう な取 組が必 要だ と考

えますが、御所見を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 必要 な支 援を 選び、 受け られる よう なパ

ッケ ージ につい てで ご ざいま すが 、母 子健康 手帳 交付時 に子 育て

サポ ート プラン を作 成 し、妊 娠期 から 産後５ か月 頃まで に使 える

サー ビス や相談 窓口 、 必要な 手続 など を一覧 で紹 介しな がら 、保

健師 など により 説明 を 行って おり ます 。また 、出 産後は 、赤 ちゃ

ん訪 問の 際に助 産師 、 保健師 など によ り、子 育て サポー トブ ック



を使 いな がら個 々の 状 況に合 わせ まし て相談 窓口 やサー ビス を紹

介し てお り、妊 産婦 、 家族が 支援 を必 要とす るタ イミン グで 、事

前に 取得 いたし まし た 情報か ら選 択で きます よう 取り組 んで いる

ところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 手続 や 支援サ ービ スの 情報提 供だ けでは なく て、

全て の妊 産婦が 必要 な ときに 受け たい サービ スに つなが るよ とい

うこ とを まず知 って い ただく 、そ のこ とが妊 産婦 の安心 につ なが

るの では ないか とい う ふうに 考え ます 。そこ で産 前産後 の日 常的

な家 事・ 育児支 援サ ー ビスの ニー ズ把 握につ いて 、そし て本 市の

事業 や民 間の支 援サ ー ビスと して どの ような もの があり 、ニ ーズ

に対 応で きてい るの か という こと の御 見解、 そし てその 周知 につ

いて伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 妊産 婦や その 家族へ の産 前産後 の事 業に

つい てで ござい ます が 、主な 事業 とい たしま して 、産後 ケア 事業

は出 産後 １年ま での 母 親で、 家庭 など から十 分な 援助が 受け られ

ない 、心 身の不 調、 育 児不安 など があ る方を 対象 といた しま して、

デイ ケア 、ショ ート ス テイ、 合わ せて ７日間 まで 無料で 利用 でき

る事 業で 、令和 ５年 度 の実績 はデ イケ ア利用 １７ ５人で ５３ １日、

ショートステイ利用７６人で２３６日でございます。

次 に、 産後ヘ ルプ サ ービス 事業 でご ざいま すが 、昼間 に家 事な

どの 援助 が受け られ な い、日 常生 活に 支障の ある 方を対 象と いた

しま して 、出産 後１ 年 以内で 、２ ０日 間まで 、１ 時間当 たり ７０

０円 で家 事援助 など の サービ スが 利用 できる 事業 で、令 和５ 年度



の実績は１５人で、総利用時間数は１３４時間でございます。

次 に、 乳児家 庭全 戸 訪問事 業で ござ います が、 生後４ か月 まで

の乳 児の いる全 家庭 を 助産師 や保 健師 などが 訪問 し、育 児相 談や

情報 提供 などを 行う 事 業で、 令和 ５年 度の実 績は 1,０ ４ ４ 件 で ご

ざいます。

次 に 、 子 育 て 世 帯 訪 問支援 事業 は、 家事、 育児 などに 対し まし

て不 安や 負担を 抱え る 子育て 家庭 及び 妊産婦 、ヤ ングケ アラ ーな

どが いる 家庭を 対象 と いたし まし て、 利用は 開始 から６ か月 間、

利用 料金 は１時 間当 た り 1,５ ０ ０ 円 、 た だ し 、 一 定 の 条 件 が あ る

方は 無料 で訪問 を行 い 、今年 度か ら事 業を実 施し ており まし て、

実績 は令 和７年 １月 末 現在で は利 用回 数１１ ５回 、利用 時間 １４

８時間でございます。

周 知方 法とい たし ま しては 、ホ ーム ページ をは じめ、 それ ぞれ

の事 業に 応じ、 母子 健 康手帳 交付 時、 赤ちゃ ん訪 問時、 乳幼 児健

診時 等に 案内を して い るほか 、医 療機 関によ る案 内も行 い、 周知

に努めているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 今の ス タンス とい いま すと、 希望 された ら支 援事

業に つな いでい くと い うこと なん だろ うと思 いま す。そ こに は必

ず面 談や 聞き取 りが あ るとい うふ うに 私は思 って おりま すが 、し

かし なが ら、今 、事 業 の申込 みは 電子 申請も 取り 入れら れて いる

部分 がご ざいま す。 今 後はま すま す増 えてい くの ではな いか とい

うふ うに 思って おり ま すが、 です が、 申し込 んで みたも のの 、申

込み がで きなか った 場 合であ ると か事 業を利 用し た方々 の状 況把

握は どの ように なっ て いくの でし ょう か。電 子申 請とい いま すと、



時間 にと らわれ ず、 ２ ４時間 いつ でも 申請す るこ とがで きる し、

受付 側の 利便性 も向 上 するな どメ リッ トもあ りま すが、 逆に 人と

つな がり 合うと いう こ とで相 談者 が不 安、相 談者 という か、 お母

ちゃ ん、 ママが 、不 安 が軽減 した りと か対応 する 側から すれ ば、

出会 うか らこそ 小さ な 変化、 メッ セー ジに気 づく ことも ある とい

うふ うに 考えて いる わ けです 。で すか ら、意 見と して申 し上 げま

すけ れど も、こ れは 訪 問、面 談の 機会 を大切 にし ていた だき たい。

そし て、 支援者 側の ス キルア ップ もお 願いを した いと思 いま す。

また 、事 業実施 者か ら の報告 内容 も、 数をカ ウン トする ので はな

く、 丁寧 に分析 をし て いただ きま して 、支援 につ ながれ るよ うな

体制 とな ってい るの か 、いま 一度 御確 認をい ただ きたい とい うふ

うに求めます。

そ して 話を戻 しま す が、日 常的 な家 事・育 児支 援につ いて は、

一目 で分 かる情 報が 整 ってい ない とい うふう に私 は思っ てお りま

す。 妊娠 、出産 、子 育 てをト ータ ル的 に支援 する サービ スの チラ

シ作 成を 提案さ せて い ただき たい と思 います 。御 所見を 伺い ます。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 妊娠 、出 産、 子育て をト ータル 的に 支援

する チラ シにつ いて で ござい ます が、 子育て サポ ートプ ラン の作

成や 子育 てサポ ート ブ ックの 活用 と併 せまし て、 個々の 家庭 の状

況や 希望 に沿い まし て 民間の サー ビス の紹介 も行 ってい ると ころ

でご ざい ます。 また 、 子育て サポ ート ブック の電 子書籍 化を 行い、

スマ ート フォン から も 手軽に 閲覧 でき るよう にし ている とこ ろで

ございます。

○岡田議長 矢田貝議員。



○矢 田貝 議員 この Ａ ３判が 米子 市子 育てサ ポー トプラ ンと いう

こと で、 やっぱ りも う 私老眼 鏡が 要る ので、 少し 苦しか った です

けど 、よ くまと めて あ ると思 いま す。 そして 、こ れがよ なご 子育

てサ ポー トブッ クで ご ざいま すけ れど も、本 当に 目次を 見る だけ

で保 護者 のシー ンご と にその ペー ジに たどり 着き ますし 、ペ ージ

の側 面に も爪が 記載 さ れてい るな ど、 配慮が 様々 に工夫 され てい

てす ばら しいも のが 作 られて いる とい うふう に思 います 。で すが、

私は ママ を、お 母ち ゃ んを支 えて いく 視点、 これ が少な いと いう

ふう に思 ってい ます 。 家事・ 育児 支援 が抜け 落ち ている ので はな

いか とい うふう に思 う んです 。こ れだ けすば らし いもの を作 られ

てい なが ら、そ こが 一 覧とし て目 に見 えない 、そ のこと をチ ラシ

作成 とと もに、 子育 て ハンド ブッ クに その項 を加 えてい ただ きた

い、このことは要望させていただきたいというふうに思います。

さ らに 、この 日常 的 な家事 ・育 児支 援の事 業実 施者に おか れま

して は、 誇りを 持っ て サポー トし てい ただい てい るんで すけ れど

も、 対応 できる 内容 と いうの が限 られ 、様々 であ るとい うの が現

実で ござ います 。例 え ば私の 案で すけ れども 、日 常的な 家事 ・育

児支 援を パッケ ージ と してま とめ まし て、子 ども １人当 たり に一

定額 分の 利用券 とい う 形で全 妊産 婦に 渡して 、本 市の独 自事 業と

して 構築 してい く、 そ のよう なこ とも 御検討 いた だきた いと いう

ふうに思います。要望しておきます。

さ て、 １２月 議会 で も触れ まし たが 、産後 ドゥ ーラに つい てで

ござ いま すが、 産後 ド ゥーラ は民 間資 格では ある ものの 、マ マに

寄り 添い 、ママ とお 子 さんに 対し て家 事、育 児な どを行 う、 包括

的に 支え ること がで き るスキ ルを 持っ た人材 のこ とでご ざい ます。



産後 ドゥ ーラの 資格 取 得を支 援す る自 治体は 増え ており ます けれ

ども 、残 念なが ら鳥 取 県には まだ いら っしゃ らな いとい うこ とで

ござ いま す。今 、具 体 的に実 践を して いただ いて いる産 後ヘ ルプ

サー ビス とか社 協の フ ァミリ ー・ サポ ート、 民間 の保育 サポ ータ

ーや 家事 代行サ ービ ス など、 既に 日常 的に取 り組 んでい らっ しゃ

る方 であ るとか 鳥取 県 や近隣 の市 町村 とも連 携さ れまし て、 産後

ドゥ ーラ 養成支 援に つ いての 検討 をま ず米子 市か らリー ドし てい

ただきたいと考えますが、この点についての御所見を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産後 ドゥ ーラ 養成支 援に ついて でご ざい

ます が、 日常的 な家 事 ・育児 支援 につ きまし ては 、子育 て世 帯訪

問支 援事 業や産 後ヘ ル プサー ビス 事業 などの 活用 に取り 組ん でお

りま して 、特に 子育 て 世帯訪 問支 援事 業では 、家 事支援 に加 えま

して 、産 前産後 の母 親 、家族 に寄 り添 った支 援を 行って いる とこ

ろで ござ います 。今 後 はこの 子育 て世 帯訪問 支援 事業と の連 携や

民間 資格 での産 後ド ゥ ーラの 養成 につ きまし て、 ニーズ も含 め、

調査・研究していきたいと考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 よろ し くお願 いい たし ます。 ６で すけれ ども 、パ

パの 産後 鬱とい うの が 増えて きて いる と言わ れま す。お 父さ んが、

お父 ちゃ んか、 男性 が 、育児 参加 が進 んでい るわ けで、 なる ほど

なと いう ふうに 思う と ころで ござ いま すけれ ども 、ママ の産 後鬱

に比 べて 後から 現れ る のがパ パの 産後 鬱だそ うで ござい まし て、

出産 後に 様々な 方が 集 中的に 助け に入 ってい く、 そうい った 時期

から 、逆 に産後 、時 間 がたつ につ れて 周囲の サポ ートが 減っ てき



てい る。 その中 でお 父 さん、 パパ の離 乳食の 用意 である とか 夜間

のミ ルク 対応な ど、 で きる仕 事が 、で きる育 児が 増えて 負担 が集

中す るた めであ ると 言 われて いる そう でござ いま す。こ の点 、今

後ト ータ ル的な ケア 事 業の検 討の 中に パパや 家族 が利用 でき るよ

うに 拡大 をされ まし て 、その 周知 にも 努めて いた だきた いと いう

ふうに思いますけれども、いかがでしょうか。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 産前 産後 のト ータル 事業 につい てで ござ

いま すが 、男性 の育 休 取得率 が向 上し 、育児 参加 の進む 中で 、妊

産婦 を含 めまし た家 族 への支 援が 求め られて ると 認識は して おり

ます 。父 親、家 族に 特 化した 事業 はご ざいま せん が、マ タニ ティ

ー＆ ベビ ー相談 など 、 既存の 母子 保健 事業に おき まして 、父 親、

家族 が利 用、参 加で き るため 、母 子健 康手帳 交付 時や赤 ちゃ ん訪

問、 すく すく相 談、 乳 幼児健 診な どの 機会を 通じ まして 周知 に努

め、 各事 業のさ らな る 充実を 図っ てま いりた いと 考えて おり ます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 ぜひ よ ろしく お願 いい たしま す。 今も申 入れ があ

った とき には十 分対 応 されて いる と思 います けれ ども、 意識 して

パパ、家族へのメッセージの発信をよろしくお願いいたします。

次 に、 （２） でご ざ います 。支 援の 継続に つい てです 。子 ども

の成 長過 程全体 を切 れ 目なく 支援 する ために 、こ ども総 本部 では

義務 教育 の後の 支援 、 またそ の支 援の 継続に つい て誰が どの よう

に取 り組 んでい らっ し ゃった のか 伺い ます。 また 、その 課題 認識

があればお答えください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。



○瀬 尻こ ども総 本部 長 義務 教育 後の 支援を 誰が どのよ うに 取り

組ん でき たのか と、 そ の課題 につ いて のお尋 ねで ござい ます 。義

務教 育終 了後も 進学 す る子ど もに つき まして は、 進学先 の高 校な

どと 連携 いたし まし て 、継続 支援 でき るよう 中学 校やス クー ルソ

ーシ ャル ワーカ ー、 こ ども相 談課 が協 力いた しま して引 継ぎ を行

い、 また 進学し ない 子 どもに つき まし ても、 関係 機関と 連携 して、

主に こど も相談 課が 支 援を継 続し てい るとこ ろで ござい ます 。ま

た、 高校 などに 進学 や 福祉施 設等 に所 属する 子ど もへの 支援 は継

続さ れま すが、 一般 就 労や所 属の ない 子ども につ きまし ては 、義

務教 育期 間中に 比べ ま して把 握が 困難 で、支 援が 十分に 行き 届い

てい ない のが現 状で ご ざいま す。 義務 教育終 了前 のでき るだ け早

期か ら、 本人自 身と 、 若者サ ポー トス テーシ ョン などの 民間 の相

談支 援機 関を含 めま し た相談 先や 居場 所につ なが ること が肝 要で

あると考えております。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 私も そ のよう に思 いま す。教 育長 とのや り取 りの

中で も感 じたん です け れども 、こ うし たい、 こう なりた い、 だけ

ど、 でき ないん だと 、 それが 明確 にな ったと きに は、相 談つ なぎ

先っ てい うのが 分か る し、関 わり 方っ ていう のも 分かる と。 でも、

伴走 して いくと いう こ とが目 的に なっ たとき に、 はたと この 課題

認識 とし て上が って く るとい うふ うに 私は思 って おりま す。 でも、

伴走 とい うのは 支援 で す。何 とな くゴ ールが あっ て、そ こに 向か

う、 じゃ あ、そ の途 中 は何な のか って 、それ が支 援だと 思う んで

すね 。繰 り返し てお り ますけ ど、 申し 訳ない んで すけど 。そ こで、

こど も家 庭セン ター 、 家庭児 童相 談室 等で関 わら れた児 童生 徒、



家庭 の総 合相談 支援 セ ンター えし こに 等との 連携 につい て改 めて

伺いたいと思います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 こど も家 庭セ ンター 等で 関わら れた 児童

の支 援継 続のた めの 連 携につ いて でご ざいま すが 、こど も家 庭セ

ンタ ーに おきま して は 、義務 教育 終了 後も児 童が １８歳 まで 支援

を継 続し ており 、１ ８ 歳に到 達す る前 、切れ 目な く支援 を引 き継

ぎま すよ う、早 い段 階 でえし こに や障 がい者 支援 課など の適 切な

関係 機関 と連携 いた し まして 、支 援を 実施し てい るとこ ろで ござ

います。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 分か り ました 。ま すま すえし こに に期待 をす ると

ころ でご ざいま す。 ど うして も子 ども のこと とか 、えし こに にな

ると 向き を変え ない と いけな い。 決し て当局 で分 かれて いる とは

申し ませ んけれ ども 、 もしか して 形と して、 どこ が伴走 支援 、家

族支 援を しいて いく の かとな った とき に、形 は整 ってい る、 えし

こに とい うこと で整 っ ている よう なん だけど 、ど こかで 何か 切れ

てし まっ ている んで は ないか なと いう ふうに 感じ るとこ ろが あり

ます。

福 祉と 教育が 一体 と なって 、妊 娠期 からの 子ど もの成 長を より

一層 、市 として 全体 で 支えて いこ うと スター トし たこど も総 本部

でご ざい ますけ れど も 、現在 策定 中の よなご っこ 未来計 画で は、

ゼロ 歳か らおお むね ３ ０歳ま で、 施策 によっ ては おおむ ね４ ０歳

まで を対 象とさ れよ う として いる のに 、切れ 目な い支援 のた めに

早い 段階 からえ しこ に とつな がっ てい かない とい けない とい う、



この 現実 という 答え に なって しま うと いう、 この 現実が ある とい

うふ うに 思って いま す 。私は 、早 い段 階から 関係 者が一 緒に なっ

て家 族を 支える とい う 支援、 その 意識 に立つ こと が大事 だと いう

ふう に思 います 。そ れ ぞれの 相談 員さ んは一 生懸 命対応 され てい

る。 です が、同 時に 頭 のどこ かに 子ど も発達 年齢 による 壁が ある

ので はな いでし ょう か 。家族 を伴 走し ていく ため の中心 者が 誰な

のか 、は っきり しな い という こと に課 題があ るの ではな いか とい

うふ うに 申し上 げた い と思い ます 。こ ども総 本部 スター トか ら３

年を 過ぎ ました ので 、 ここで 、し っか りと子 ども 、若者 、子 育て

家庭 への 支援を 推し 進 めるこ ども 総本 部の体 制強 化と、 えし こに

との 一層 の協力 体制 に ついて 御検 討し ていた だき たいと いう ふう

に、意見として申し上げたいと思います。

最 後の 項目で ござ い ます。 子ど も、 若者の 居場 所につ いて でご

ざい ます 。ふれ あい の 里には 多く の子 育て世 代が 来館さ れま す。

しか し、 移転し た子 育 てひろ ば支 援セ ンター に代 わる、 親子 が安

心し て過 ごせる 場所 が ありま せん 。こ れはぜ ひと も必要 では ない

でしょうか。現在の検討状況を伺います。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 ふれ あい の里 の居場 所に ついて の検 討状

況に つい てでご ざい ま すが、 ふれ あい の里に は、 子ども ・子 育て

に関 する 相談や 乳幼 児 健診に 小さ なお 子様連 れで 来られ る親 子も

多い こと から、 限ら れ た施設 条件 の中 で可能 な範 囲で親 子が 安心

して 過ご せるス ペー ス を確保 した いと 考えて おり ます。 現状 ふれ

あい の里 では、 屋内 で は親子 で利 用で きる１ 階の こども 相談 課前

にキ ッズ スペー スを 、 ３階に は絵 本コ ーナー を設 置して おり まし



て、 屋外 では駐 車場 横 の広場 は誰 でも 自由に 利用 ができ 、天 候が

よい 日は 園児等 の散 歩 コース や親 子の 遊び場 とし て利用 され てお

りま す。 現在、 子ど も ・子育 て世 代の 居場所 につ きまし ては 、１

階の 人権 情報セ ンタ ー 内に親 子で くつ ろげる スペ ースの 設置 を検

討しているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 前向 き な御答 弁を いた だきま した 。こど も総 本部

がふ れあ いの里 にお い てスタ ート され るとき から の、子 ども のス

ペー スど うする のか と いうの は課 題だ ったと いう ふうに いう ふう

に思 いま すけれ ども 、 いい御 答弁 だな という ふう に思い ます 。一

日も 早い 実現の 期待 を すると ころ でご ざいま す。 施設の 名前 のと

おり 、ふ れあい がで き る場所 、こ の施 設とな るよ うに、 施設 の改

修を 含め た対応 をぜ ひ ともよ ろし くお 願いし たい と思い ます 。屋

外に つき まして は、 戦 没者を 慰霊 する 石碑で ある とかあ ずま やも

あり 、ま た桜の 木も あ ります ので 、こ の広場 全体 の雰囲 気を 大切

にし なが ら、親 子の 安 全と居 場所 とな るよう な整 備と、 また 、散

水設 備や 水飲み 場等 の 設置を 求め てま いりた いと 思いま す。 また、

館内 との 出入り のし や すさも 大切 にな ると思 いま すので 、御 協議

いただければと思います。よろしくお願いいたします。

次 に、 館内に つい て てでご ざい ます けれど も、 私は大 会議 室の

利用 を提 案した いと 思 います が、 現在 の利用 状況 と御所 見を 伺い

ます 。ま た、先 ほど 御 答弁い ただ いた 人権情 報セ ンター の利 用に

ついて、具体的な検討状況をお聞かせください。

○岡田議長 瀬尻こども総本部長。

○瀬 尻こ ども総 本部 長 ふれ あい の里 の大会 議室 の利用 状況 と居



場所 とし ての活 用と 人 権情報 セン ター の活用 の検 討状況 につ いて

のお 尋ね でござ いま す が、大 会議 室の 利用に つき まして は、 令和

６年 度か ら平日 の夜 間 と土日 、祝 日の み一般 貸出 しを行 って いる

とこ ろで ござい ます 。 利用状 況と いた しまし ては 、年間 を通 じま

して ３０ 件前後 の利 用 があり 、主 に健 診や展 示、 選挙な どの 会場

とし て使 われて おり ま す。御 提案 の大 会議室 の活 用につ きま して

は、 貸し 館施設 でご ざ いまし て、 子ど も・子 育て 世代の 居場 所と

して の活 用は想 定し て おりま せん 。一 方で、 先ほ どの答 弁で 触れ

まし たが 、人権 情報 セ ンター は人 権に 関連す る書 籍、Ｄ ＶＤ や絵

本な ど、 子ども 向け の 書籍も 設置 して おりま して 、誰で も自 由に

利用 でき るスペ ース で ござい ます 。現 在、子 ども ・子育 て世 代で

も気 軽に 利用で きる よ う、レ イア ウト やキッ ズス ペース を設 ける

などを検討しているところでございます。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 大会 議 室の平 日の 昼間 という のは 空いて いる とい

うこ とな んでは ない か という ふう に思 います 。ぜ ひとも 前向 きに

使い 方に ついて とい う か、開 放の 仕方 につい て御 検討い ただ きた

いと いう ふうに 思い ま すし、 人権 情報 センタ ーの 場所に つき まし

ては 、本 当に日 当た り もよく て、 きっ と喜ん でい ただけ ると いう

ふう に思 います ので 、 ぜひと も早 い対 応をお 願い したい と思 いま

す。

今 回も 早口で いき ま して時 間が あり ました ので 、ちょ っと 戻り

ます けれ ども、 大要 １ のえし こに につ いての 私が 思って いる こと

を申 し上 げたい とい う ふうに 思い ます 。えし こに は総合 相談 支援

セン ター なわけ です 。 このセ ンタ ーと いうの は、 クリー ンセ ンタ



ーみ たい に施設 を意 味 するセ ンタ ーも あれば 、人 権情報 セン ター

や少 年育 成セン ター な ど、役 割を 意味 するセ ンタ ーとい うふ うに

って いう のもあ るん じ ゃない かと いう ふうに 思う んです 。総 合相

談支 援セ ンター えし こ には、 機能 が求 められ てい るとい うふ うに

思い ます けれど も、 こ の点お 答え いた だける 方が あれば と思 うん

ですけど、通告しておりませんが、どうでしょうか。

○岡田議長 どなたか答えられますか。

○矢田貝議員 難しいですね、すみません。

○岡田議長 伊澤副市長。

○伊 澤副 市長 えし こ ににつ いて の機 能では ない かとい う。 結論

から 言い ますと 、私 は 全くそ のと おり だとい うふ うに思 って おり

ます 。場 所とい うよ り も今現 在米 子市 で進め てお ります 地域 共生

社会 に向 けた体 制づ く り、最 終的 には 議員御 指摘 のとお り、 地域

福祉 活動 の担い 手に ま で及ぶ 話だ と思 ってお りま すけど も、 その

一連 の取 組の柱 とな る 機能を 果た すべ きとこ ろと いうふ うに 考え

ております。以上であります。

○岡田議長 矢田貝議員。

○矢 田貝 議員 突然 な がらも 本当 あり がとう ござ います 。私 も機

能が 大事 だとい うふ う に思っ てま す。 なので 、機 能とし て地 域に

出か けて いく、 えし こ にとい う日 を各 公民館 にお いて地 域に 入っ

てい くと いうこ とも 大 事では ない かと いうふ うに 御提案 を申 し上

げま した 。この 機能 さ せるに は人 と体 制では ない かとい うふ うに

思っ てお りまし て、 現 在のよ うに 、市 の組織 の中 にある 総合 相談

支援 セン ターえ しこ に でよい のか と。 そのセ ンタ ーを、 セン ター

機能 を誰 が推進 して い くのか 。職 員で ある以 上、 人事異 動が 伴う



ため に、 専門の 人材 の 確保や 定着 とい うのが 難し いのか なと いう

ふう に思 うんで すけ れ ども、 そし てま た福祉 政策 課との 関係 が分

かり にく いと、 そん な ふうに 常に 常に 思って いて 、もし 時間 が余

った ら、 こんな 私の 思 いをお 伝え して みたい なと いうふ うに 思っ

てい たと ころで ござ い ます。 この セン ター機 能を 果たし てい くた

めに 、市 の組織 にあ る ほうが もし かし て、セ ンタ ーが、 委託 とか

がい いの かと。 推進 役 として 財源 であ るとか 、運 営費で すね 、セ

ンタ ーの 在り方 の検 討 が、十 分な 検討 が必要 だと 思いま すけ れど

も、 その ような こと も 次年度 以降 に、 市長の 下の 会議で ある とか、

どこ かで 検討し ては い いので はな いか なとい うふ うに思 いま した

ので、これは意見として申し上げたいというふうに思います。

本 当の 最後に まと め させて いた だき ますけ れど も、本 市は 、国

の家 庭庁 の創設 より も 早く子 ども 成長 過程全 体を 切れ目 なく 支援

する ため に、こ ども 総 本部を 立ち 上げ られて 、ま たえし こに もス

ター トさ れたと ころ で ござい ます 。こ の当局 の体 制を見 直し 、誰

一人 取り 残さな い地 域 を目指 し、 地域 ケアシ ステ ム構築 に伊 木市

長は 果敢 に挑戦 をさ れ てまい りま した 。そし て当 局の皆 様、 職員

の皆 様も その体 制づ く り、計 画策 定は しっか りと 取り組 んで きて

いた だい ている とい う ふうに 理解 をし ており ます 。です から 、そ

の次 の段 階は、 私た ち 市民が 地域 で取 り組む この こども まん なか

社会 、誰 一人置 き去 り にしな い、 ええ 具合に して いくよ 、そ うい

った 取組 が実感 でき る 新たな 施策 、そ して事 業の 充実で はな いか

とい うふ うに思 って お ります 。妊 産婦 に対す るこ と、そ れか らえ

しこ にに 対する こと 、 これら 、そ の対 象者に 向か っての 周知 だけ

では なく て、米 子に 暮 らし、 米子 で子 育てし てよ かった な、 そう



いっ た広 報の仕 方に つ いて工 夫を して いただ きた い、こ のこ とを

お願いを申し上げて、私の質問を終わります。

○岡田議長 暫時休憩いたします。

午前１１時５６分 休憩


